




○添付資料の目次

 

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 5

（４）事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 5

２．企業集団の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 6

３．経営方針 ………………………………………………………………………………………………………………… 6

（１）会社の経営の基本方針 …………………………………………………………………………………………… 6

（２）目標とする経営指標 ……………………………………………………………………………………………… 6

（３）中長期的な会社の経営戦略 ……………………………………………………………………………………… 6

（４）会社の対処すべき課題 …………………………………………………………………………………………… 6

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 7

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 7

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 9

（連結損益計算書） ………………………………………………………………………………………………… 9

（連結包括利益計算書） …………………………………………………………………………………………… 10

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 11

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 13

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 14

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 14

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） ………………………………………………………… 14

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 15

（連結貸借対照表関係） …………………………………………………………………………………………… 16

（連結損益計算書関係） …………………………………………………………………………………………… 17

（連結株主資本等変動計算書関係） ……………………………………………………………………………… 17

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） ………………………………………………………………………… 18

（リース取引関係） ………………………………………………………………………………………………… 19

（有価証券関係） …………………………………………………………………………………………………… 20

（退職給付関係） …………………………………………………………………………………………………… 22

（税効果会計関係） ………………………………………………………………………………………………… 23

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 24

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 25

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 25

５．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 26

（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 26

（２）生産、受注及び販売の状況 ……………………………………………………………………………………… 26

 

- 1 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策等により円安や株価上昇の効果が見られ、企業収益が着

実に改善しており、景気は継続的な回復をしております。一方で、欧州や新興国の経済動向、消費税増税による個

人消費の落ち込み懸念、円安による商品や材料の価格上昇等の景気減速リスクもあり、先行き不透明な状況も続い

ております。 

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、人手や材料不足による工事費用の上昇等で入札不

調や着工延期等があるものの、公共事業予算増加や補正予算執行、加えて震災復興需要の継続もあり堅調に推移い

たしました。 

このような状況の下、公共工事増加に対応した営業体制を構築し受注件数増加に重点を置き、同時に新規商品の

市場への普及推進、レンタル商品の回転率向上を行い、また経費の抑制にも努めてまいりました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は8,056百万円（前連結会計年度比8.6％増）となりました。利益面につきま

しては、営業利益が429百万円（前連結会計年度比67.8％増）となり、経常利益はユーロ円債に関する投資有価証券

評価益31百万円を営業外収益に計上したことにより429百万円（前連結会計年度比83.0％増）、当期純利益につきま

しては、244百万円（前連結会計年度比90.5％増）となりました。 

なお、平成26年２月21日に開示いたしました「大雪による災害発生のお知らせ」による損害額は軽微でありま

す。 

商品の品目別売上高の内訳につきましては、標識・標示板1,668百万円（前連結会計年度比3.5％増）、安全機材

746百万円（前連結会計年度比17.4％増）、保安警告サイン646百万円（前連結会計年度比16.6％増）、安全防災用

品722百万円（前連結会計年度比3.9％増）、その他938百万円（前連結会計年度比9.4％増）であります。また、レ

ンタル売上高につきましては3,334百万円（前連結会計年度比8.8％増）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 （東日本エリア）

 当連結会計年度において、東日本エリアの売上高は4,387百万円（前連結会計年度比2.0％増）、営業利益は

333百万円（前連結会計年度比12.8％減）となりました。営業の状況としては、前期に東北地区で特需売上があ

り今期の売上高は増加しておりますが微増となりました。利益面ではレンタル商品投入が多くなり減少してお

ります。

 （西日本エリア）

 当連結会計年度において、西日本エリアの売上高は3,668百万円（前連結会計年度比17.6％増）、営業利益は

335百万円（前連結会計年度比109.6％増）となりました。営業の状況としては、売上では前期比でほぼ全地区

で増加いたしました。利益面では前期にレンタル商品投入を積極的に行ったことと、レンタル売上高増加によ

り利益率が改善し、堅調に推移いたしました。

② 次期の見通し 

今後のわが国経済は、経済政策等により企業業績の改善が進み緩やかな回復基調になっておりますが、消費税増

税による個人消費減退、民間投資の抑制等の不安定要素も含みながら推移すると思われます。 

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、公共事業予算増加で工事の件数や金額は増加する

と予想されますが、入札不調や着工の遅れ等により伸び率は限定的になると予想されます。 

このような状況の中、当社グループは営業体制の強化、新商品の開発、レンタル商品の効率的な投入等による利

益確保を行い、引き続き各地区のストックヤードを活かした販売網で売上増加を実行してまいります。 

これらを勘案し、次期の見通しにつきましては売上高8,612百万円、営業利益468百万円、経常利益433百万円、当

期純利益237百万円を見込んでおります。 
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(2）財政状態に関する分析

 ① 資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ83百万円増加し8,907百万円となりました。各資産、

負債及び純資産の要因は次のとおりです。 

（流動資産） 

 当連結会計年度末における流動資産は5,489百万円（前連結会計年度末5,370百万円）となり、119百万円の増加

となりました。 

 この主な要因は次のとおりです。 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 要因 

現金及び預金 2,224百万円 2,135百万円 △88百万円 ※１ 

受取手形及び売掛金 2,171百万円 2,281百万円 109百万円 ※２ 

商品及び製品 739百万円 799百万円 60百万円 ※３ 

※１ 連結キャッシュ・フロー計算書をご参照ください。 

※２ 当連結会計年度の売上高が前連結会計年度比8.6％増となったためであります。 

※３ 当連結会計年度の売上高の増加に伴う仕入高の増加のためであります。 

（固定資産） 

 当連結会計年度末における固定資産は3,418百万円（前連結会計年度末3,453百万円）となり、35百万円の減少と

なりました。 

 この主な要因は次のとおりです。 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 要因 

有形固定資産 2,951百万円 2,884百万円 △66百万円 ※１ 

投資有価証券 332百万円 373百万円 40百万円 ※２ 

※１ 主に土地の増加166百万円と、リース資産の減少215百万円によるものであります。 

※２ 投資有価証券の時価の上昇によるものであります。 

（流動負債） 

 当連結会計年度末における流動負債は3,846百万円（前連結会計年度末3,429百万円）となり、417百万円の増加

となりました。 

 この主な要因は次のとおりです。 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 要因 

支払手形及び買掛金 896百万円 1,016百万円 119百万円 ※１ 

１年内返済予定の長期借入金 300百万円 663百万円 363百万円 ※２ 

リース債務 237百万円 162百万円 △74百万円 ※３ 

※１ 当連結会計年度の売上高の増加に伴う仕入高の増加のためであります。 

※２ 返済期日による流動負債への振替の増加によるものであります。 

※３ 返済期日による流動負債への振替の減少によるものであります。 

（固定負債） 

 当連結会計年度末における固定負債は1,350百万円（前連結会計年度末1,874百万円）となり、524百万円の減少

となりました。 

 この主な要因は次のとおりです。 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 要因 

長期借入金 1,300百万円 923百万円 △377百万円 ※１ 

リース債務 337百万円 185百万円 △151百万円 ※２ 

※１ 返済によるものと、返済期日による流動負債への振替の増加によるものであります。 

※２ リース債務の返済によるものであります。

- 3 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



 （純資産） 

 当連結会計年度末における純資産は3,710百万円（前連結会計年度末3,520百万円）となり、190百万円の増加と

なりました。 

 この主な要因は次のとおりです。 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 要因 

利益剰余金 2,893百万円 3,078百万円 184百万円 ※１ 

その他有価証券評価差額金 42百万円 48百万円 5百万円 ※２ 

※１ 当期純利益と配当によるものであります。 

※２ 投資有価証券の時価の上昇によるものであります。 

 ② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より

88百万円減少いたしました。 

 各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、432百万円の収入（前連結会計年度は468百万円の

収入）となりました。 

 この内訳の主なものは、収入では税金等調整前当期純利益429百万円、減価償却費505百万円、仕入債務の増

加額117百万円によるものであり、支出では売上債権の増加額109百万円、レンタル資産取得による支出233百万

円、法人税等の支払額156百万円であります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、183百万円の支出（前連結会計年度は142百万円の

支出）となりました。 

 この内訳の主なものは、有形固定資産の取得による支出184百万円であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは、337百万円の支出（前連結会計年度は456百万円の

支出）となりました。 

 この内訳の主なものは、借入金減少44百万円と配当金の支払額59百万円、リース債務の返済による支出234百

万円であります。 

 なお、当企業集団のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

 
第53期 

平成22年3月期 

第54期 

平成23年3月期 

第55期 

平成24年3月期 

第56期 

平成25年3月期 

第57期 

平成26年3月期 

自己資本比率（％） 37.2 39.5 38.7 39.9 41.7

時価ベースの自己資本比率（％） 13.9 16.3 15.1 16.1 20.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比

率（年） 
7.6 12.9 35.8 8.1 8.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍） 
8.8 4.8 1.9 9.0 9.3

※ 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１. 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２. 株式時価総額は、期末株価終値 × 期末発行済株式総数により算出しております。 

３. 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ

ローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子

を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシ

ュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主尊重を第一義と考え、今後の業績の伸展状況、配当性向を考慮しつつ、安定的な配当の維

持及び適正な利益還元を行っていくことを基本方針としています。当期につきましては、当初の利益予想より少し

ではありますが増益となりました。期末配当金につきましては、安定的な配当の維持に加えて、利益予想より増益

したことを勘案し14円とさせていただき残りを内部留保とさせていただきます。内部留保につきましては業績の拡

大や財務体質の強化を図るために有効活用してまいります。 

なお、次期の期末配当金につきましても、基本方針の下、積極的な利益確保に努めながら、内部留保を確保しつ

つ配当を実施いたしたく１株当たり14円を予定しております。 

 

(4）事業等のリスク

① 市場環境の変化 

当社グループは、道路工事等で使用される工事用保安用品の販売及びレンタル業を営んでおります。 

土木工事関連業界におきましては、公共投資の減少が続き、年々建設市場が縮小するとともに価格競争が激化

し厳しい環境にあります。 

当社グループといたしましては、競争力のある新商品開発、営業力の強化などに取り組んでおりますが、公共

投資の動向及び地方自治体の財政状態の変化によっては、業績等に大きな影響を及ぼす可能性があります。 

② 経営成績の季節変動について 

当社グループの上期売上高は、３月までの期末工事終了引き上げ、ゴールデンウィーク（大型連休）等によ

り、４・５月の売上高減、夏季休業による８月の売上高減、下期売上高は、年度末集中工事などによって売上高

増の傾向があり、上期下期の売上高が下期に偏る傾向にあり、これに伴い営業損益も大きく影響を受ける可能性

があります。 

③ レンタル資産投入による損益への影響について 

当社グループは、レンタル需要の増加と顧客ニーズに対応すべく、レンタル商品の更新と増強を積極的に行っ

ております。しかしながらレンタル資産はその投入額の償却期間と、投入後のレンタル売上期間とは必ずしも一

致するものではなく、通常はレンタル売上期間の方が長くなっております。よって、レンタル事業の拡大の一時

期においては、売上原価としての償却額の増加に見合うだけのレンタル売上が計上されず年間の業績悪化要因と

なる可能性があります。 
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２．企業集団の状況

最近の有価証券報告書（平成25年6月28日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」

から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

  当社グループは「安全と環境にやさしい総合安全企業を目指す」をテーマに掲げ、工事現場の安全管理に不可欠な

保安用品及び保安システムを工事業者に提供するとともに、環境美化と環境負担の低減に役立つ新商品の開発とその

販売を通じて、社会的な貢献を果たすことを経営理念としております。

  また、顧客・株主・社員・取引先との共存共栄をはかることを常に念頭に置き、事業活動を行っております。

 

(2）目標とする経営指標

  当社グループは、自己資本当期純利益率５％以上の達成を中長期的、継続的な目標としております。最近３年間

の自己資本当期純利益率は6.8％（平成26年３月期）、3.7％（平成25年３月期）、1.5％（平成24年３月期）であり

ました。目標達成の維持は勿論のこと、それ以上の目標が設定できる売上増強と収益力を高め強固な企業体質を目指

してまいります。 

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

  厳しい環境が続くなかで当社グループは、全国展開する販売網と広いストックヤードを活かしながら、適正利益

を確保しつつ、良質の保安用品及び保安システムを他社よりも廉価で提供し、顧客満足度の向上を図るとともに、

シェアの拡大に努めてまいります。 

 

(4）会社の対処すべき課題

  当業界を取り巻く環境は、継続的な震災関連の工事はあるものの、公共工事の減少から企業間の受注競争が続い

ており、厳しい経営環境にあります。道路、水道などのインフラ整備の需要はありますが、地域によりかなり差が

出ている状況であります。 

  このような状況下、当社グループは業績の回復を最優先課題として以下の項目について全社を挙げて取り組んで

まいります。 

① 安全と環境を重視し、かつ、顧客ニ－ズに合った高機能・高付加価値新商品の開発に鋭意注力し、他社との差別

化を図っております。 

② 首都圏を中心に各店間における営業部門の連携強化や営業員のＯ.Ｊ.Ｔを実施し、営業体制の強化を図るととも

に販路の拡大に努めております。 

③ 建設業者は、工事コストを削減する目的から保安用品のレンタル移行を増々進めておりますが、これに対応する

ため顧客に密着したレンタル営業を更に推進してまいります。 

また、レンタルへの商品投入は原価の上昇となるため、全体的には投入を抑制し、利益を確保しつつ、レンタル

商品の効率的な運用管理を行っております。 

④ 民間諸団体や地方自治体が主催するイベント関連への提案営業を強化し、新たな顧客開拓とレンタル受注の拡大

を図ってまいります。 

⑤ 主力商品の海外調達率を更に高めることや、看板作製業務の内製化、仕入単価の見直しを図り、原価低減を進め

てまいります。 

⑥ 意識改革につきましては、社員の士気を高め、創意工夫を啓発して社業発展の原動力となる人事活性化施策を展

開してまいります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,224,489 2,135,731 

受取手形及び売掛金 ※３ 2,171,801 2,281,073 

商品及び製品 739,095 799,112 

原材料 151,921 177,721 

繰延税金資産 54,998 57,710 

その他 38,957 46,724 

貸倒引当金 △11,200 △8,800 

流動資産合計 5,370,063 5,489,273 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,964,614 1,974,319 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,193,952 △1,248,750 

建物及び構築物（純額） ※１ 770,661 ※１ 725,569 

レンタル資産 933,852 917,280 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △735,176 △690,141 

レンタル資産（純額） 198,675 227,139 

土地 ※１,※２ 1,407,326 ※１,※２ 1,573,326 

リース資産 1,162,922 1,171,285 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △605,784 △830,002 

リース資産（純額） 557,138 341,282 

その他 226,252 229,334 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △208,658 △212,094 

その他（純額） 17,593 17,240 

有形固定資産合計 2,951,396 2,884,558 

無形固定資産 19,844 19,563 

投資その他の資産    

投資有価証券 332,450 373,002 

繰延税金資産 22,282 21,355 

その他 147,308 136,999 

貸倒引当金 △19,459 △17,245 

投資その他の資産合計 482,582 514,112 

固定資産合計 3,453,823 3,418,233 

資産合計 8,823,887 8,907,507 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※３ 896,571 1,016,000 

短期借入金 ※１ 1,631,000 ※１ 1,601,000 

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 300,000 ※１ 663,000 

リース債務 237,006 162,851 

未払法人税等 100,225 133,065 

賞与引当金 61,702 69,720 

その他 202,664 201,033 

流動負債合計 3,429,171 3,846,671 

固定負債    

長期借入金 ※１ 1,300,000 ※１ 923,000 

リース債務 337,180 185,652 

長期未払金 65,600 65,600 

再評価に係る繰延税金負債 ※２ 110,827 ※２ 110,827 

退職給付引当金 59,536 － 

退職給付に係る負債 － 63,469 

その他 1,479 1,479 

固定負債合計 1,874,622 1,350,027 

負債合計 5,303,794 5,196,698 

純資産の部    

株主資本    

資本金 886,000 886,000 

資本剰余金 968,090 968,090 

利益剰余金 2,893,267 3,078,168 

自己株式 △1,556 △1,556 

株主資本合計 4,745,800 4,930,701 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,592 48,407 

土地再評価差額金 ※２ △1,268,300 ※２ △1,268,300 

その他の包括利益累計額合計 △1,225,707 △1,219,893 

純資産合計 3,520,092 3,710,808 

負債純資産合計 8,823,887 8,907,507 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 7,420,541 8,056,615 

売上原価 ※３ 4,107,151 ※３ 4,494,037 

売上総利益 3,313,390 3,562,577 

販売費及び一般管理費    

運搬費 498,572 547,934 

貸倒引当金繰入額 15,998 4,527 

従業員給料及び賞与 1,172,514 1,200,874 

賞与引当金繰入額 59,359 67,288 

退職給付費用 38,274 29,637 

福利厚生費 231,493 238,509 

賃借料 365,442 355,598 

減価償却費 72,146 75,435 

その他 ※１ 603,825 ※１ 613,594 

販売費及び一般管理費合計 3,057,628 3,133,400 

営業利益 255,761 429,176 

営業外収益    

受取利息 4,595 3,439 

受取配当金 3,230 3,604 

受取賃貸料 2,880 3,708 

受取手数料 1,289 1,286 

貸倒引当金戻入額 － 2,319 

投資有価証券評価益 15,099 31,181 

その他 7,861 5,987 

営業外収益合計 34,955 51,525 

営業外費用    

支払利息 52,192 45,974 

その他 3,945 5,338 

営業外費用合計 56,137 51,312 

経常利益 234,580 429,389 

特別利益    

受取保険金 20,032 － 

特別利益合計 20,032 － 

特別損失    

固定資産除却損 ※２ 4,538 － 

特別損失合計 4,538 － 

税金等調整前当期純利益 250,074 429,389 

法人税、住民税及び事業税 130,793 188,498 

法人税等調整額 △9,260 △3,938 

法人税等合計 121,533 184,559 

少数株主損益調整前当期純利益 128,541 244,829 

少数株主利益 － － 

当期純利益 128,541 244,829 

 

- 9 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 128,541 244,829 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 32,423 5,814 

その他の包括利益合計 32,423 5,814 

包括利益 160,965 250,644 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 160,965 250,644 

少数株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 886,000 968,090 2,824,666 △1,319 4,677,436 

当期変動額           

剰余金の配当     △59,940   △59,940 

当期純利益     128,541   128,541 

自己株式の取得       △237 △237 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 68,601 △237 68,363 

当期末残高 886,000 968,090 2,893,267 △1,556 4,745,800 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 10,168 △1,268,300 △1,258,131 3,419,305 

当期変動額         

剰余金の配当       △59,940 

当期純利益       128,541 

自己株式の取得       △237 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

32,423   32,423 32,423 

当期変動額合計 32,423 － 32,423 100,787 

当期末残高 42,592 △1,268,300 △1,225,707 3,520,092 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 886,000 968,090 2,893,267 △1,556 4,745,800 

当期変動額           

剰余金の配当     △59,929   △59,929 

当期純利益     244,829   244,829 

自己株式の取得           

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 184,900 － 184,900 

当期末残高 886,000 968,090 3,078,168 △1,556 4,930,701 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 土地再評価差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 42,592 △1,268,300 △1,225,707 3,520,092 

当期変動額         

剰余金の配当       △59,929 

当期純利益       244,829 

自己株式の取得         

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

5,814   5,814 5,814 

当期変動額合計 5,814 － 5,814 190,715 

当期末残高 48,407 △1,268,300 △1,219,893 3,710,808 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 250,074 429,389 

減価償却費 476,461 505,181 

賞与引当金の増減額（△は減少） 278 8,018 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,509 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,428 △2,294 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 3,933 

投資有価証券評価損益（△は益） △15,099 △31,181 

貸倒引当金戻入益 － △2,319 

固定資産除却損 4,538 － 

受取保険金 △20,032 － 

レンタル資産取得による支出 △199,042 △233,484 

受取利息及び受取配当金 △7,826 △7,043 

支払利息 52,192 45,974 

売上債権の増減額（△は増加） △53,279 △109,272 

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,276 △85,816 

仕入債務の増減額（△は減少） 47,018 117,095 

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,626 5,077 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,101 △7,992 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 6,367 △10,527 

その他の固定資産の増減額（△は増加） △10,872 3,001 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △214 △73 

小計 525,953 627,664 

利息及び配当金の受取額 7,955 7,181 

利息の支払額 △52,351 △46,302 

保険金の受取額 20,032 － 

法人税等の支払額 △46,318 △156,042 

法人税等の還付額 13,493 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 468,765 432,501 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 － △1,402 

有形固定資産の取得による支出 △149,389 △184,414 

その他投資等の取得による支出 △1,280 △4,409 

その他投資等の売却による収入 6,153 5,200 

貸付金の回収による収入 1,748 1,708 

投資活動によるキャッシュ・フロー △142,767 △183,318 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 2,005,000 2,025,000 

短期借入金の返済による支出 △2,055,000 △2,055,000 

長期借入れによる収入 600,000 286,000 

長期借入金の返済による支出 △730,000 △300,000 

リース債務の返済による支出 △216,798 △234,055 

自己株式の取得による支出 △237 － 

配当金の支払額 △59,778 △59,886 

財務活動によるキャッシュ・フロー △456,814 △337,941 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △130,816 △88,758 

現金及び現金同等物の期首残高 2,355,305 2,224,489 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 2,224,489 ※ 2,135,731 

 

- 13 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

 連結子会社の数  1社

連結子会社の名称

愛知フェンス工業株式会社

 

２．持分法の適用に関する事項 

 持分法の適用会社はありません。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

  連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

 

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①  有価証券

 その他有価証券

時価のあるもの

  決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）を採用しております。

  なお、組込デリバティブを区分して測定することが出来ない複合金融商品は、複合金融商品全体を時価

評価し、評価差額を損益に計上しております。

時価のないもの

  移動平均法による原価法を採用しております。

②  たな卸資産

  主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

で評価しております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①  有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）は定額法）によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10～50年

その他 ２～24年

②  無形固定資産（リース資産を除く）

 定額法を採用しております。

   なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっており

ます。

③  リース資産

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法によっております。

 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

(3）重要な引当金の計上基準

①  貸倒引当金

  債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

 従業員に対する賞与支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しており

ます。
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(4）退職給付に係る会計処理の方法

 退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算は、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする

方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）重要なヘッジ会計の方法 

①  ヘッジ会計の方法

 当社グループの行っている金利スワップ取引は、金利スワップの特例処理の要件を満たすものであり、特例

処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

 ヘッジ手段…金利スワップ取引

 ヘッジ対象…長期借入金の支払い金利

③ ヘッジ方針

 将来の金利変動によるリスク回避を目的に行っており、投機的な取引は行わない方針であります。

④ ヘッジ有効性評価の方法

 ヘッジ手段の想定元本とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、かつ、ヘッジ開始時及びその後も

継続して、キャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定することができるため、ヘッジ有効性の判

定は省略しております。

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(7）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

 消費税等の会計処理

 税抜方式によっております。

 

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針

第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務を退職給付に係る負債として計上する方法に変更しておりま

す。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債を63,469千円計上しております。
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（連結貸借対照表関係）

※１ 担保資産及び担保付債務

 担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

建物 459,312千円 431,637千円

土地 788,040 788,040

計 1,247,353 1,219,678

 

 上記に対応する担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

短期借入金 1,306,000千円 1,306,000千円

長期借入金（１年内返済予定額を含む） 1,600,000 1,586,000

計 2,906,000 2,892,000

 

※２．「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用土地の再評価を行い、土

地再評価差額金を純資産の部に計上しております。

・再評価の方法…土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定め

る地価税法（平成３年法律第69条）第16条に規定する地価税の課税価額の基礎となる土地の価

額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行

って算定しております。

・再評価を行った年月日…平成14年３月31日

 

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

再評価を行った土地の期末における時価と

再評価後の帳簿価額との差額
△295,856千円 △298,021千円

 

※３ 連結会計年度末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満期日に

決済が行われたものとして処理しております。当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形 70,433千円 －

支払手形 10,238 －
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（連結損益計算書関係）

※１ 一般管理費に含まれる研究開発費

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

385千円 284千円 

 

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

支店営業所移転による

固定資産廃棄費用等
4,538千円

 
－

 

※３ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

△354千円 △8,362千円 

 

 

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式 5,000 － － 5,000

合計 5,000 － － 5,000

自己株式        

普通株式（注） 4 0 － 5

合計 4 0 － 5

  （注） 普通株式の自己株式の株式数の増加0千株は、単元未満株式の買取による増加0千株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月28日 

定時株主総会
普通株式 59,940 12 平成24年３月31日 平成24年６月29日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月27日 

定時株主総会
普通株式 59,929 利益剰余金 12 平成25年３月31日 平成25年６月28日
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式 5,000 － － 5,000

合計 5,000 － － 5,000

自己株式        

普通株式 5 － － 5

合計 5 － － 5

 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月27日 

定時株主総会
普通株式 59,929 12 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月27日 

定時株主総会
普通株式 69,917 利益剰余金 14 平成26年３月31日 平成26年６月30日

 

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 2,224,489千円 2,135,731千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －  － 

現金及び現金同等物 2,224,489  2,135,731 
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（リース取引関係）

１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

① リース資産の内容

 有形固定資産

  レンタル事業におけるレンタル商品であります。

②  リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項 (2)重要な減価償却資産の減

価償却の方法」に記載のとおりであります。

 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前のリース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており、その内容は次のとおりであります。

 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

（単位：千円）
 
  前連結会計年度（平成25年３月31日）

  取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

車両運搬具 4,838 4,335 502

合計 4,838 4,335 502

 

（単位：千円）
 
  当連結会計年度（平成26年３月31日）

  取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

車両運搬具(注） － － －

合計 － － －

（注）対象となるリース契約には、当連結会計年度中にリース期間が満了したため期末残高はありません。

 

(2）未経過リース料期末残高相当額等

（単位：千円）
 

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当連結会計年度

（平成26年３月31日）

未経過リース料期末残高相当額    

１年内 107 －

１年超 － －

合計 107 －

 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

（単位：千円）
 

 

前連結会計年度

（自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

支払リース料 13,034 107

減価償却費相当額 9,146 13

支払利息相当額 200 0

 

(4）減価償却費相当額の算定方法

  リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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(5）利息相当額の算定方法

  リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法につきましては、利

息法によっております。

 

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。

 

２．オペレーティング・リース取引

  オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

（単位：千円）
 

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当連結会計年度

（平成26年３月31日）

１年内 4,756 11,531

１年超 12,715 20,495

合計 17,471 32,027

 

（有価証券関係）

前連結会計年度（平成25年３月31日）

１．その他有価証券

  種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 139,078 93,580 45,498

(2）債券      

① 国債・地方債

等
－ － －

② 社債 － － －

③ その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 139,078 93,580 45,498

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 － － －

(2）債券      

① 国債・地方債

等
－ － －

② 社債 － － －

③ その他 186,372 300,000 △113,628

(3）その他 － － －

小計 186,372 300,000 △113,628

合計 325,450 393,580 △68,129

（注）１．非上場株式（連結貸借対照表計上額 7,000千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 ２．当連結会計年度において債券の「その他」に含まれる複合金融商品の時価評価を行い、投資有価証券評価益

15,099千円を計上しております。なお「取得原価」には、評価損計上前の取得価額を記載しております。
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当連結会計年度（平成26年３月31日）

１．その他有価証券

  種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 148,449 94,982 53,467

(2）債券      

① 国債・地方債

等
－ － －

② 社債 － － －

③ その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 148,449 94,982 53,467

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 － － －

(2）債券      

① 国債・地方債

等
－ － －

② 社債 － － －

③ その他 217,553 300,000 △82,447

(3）その他 － － －

小計 217,553 300,000 △82,447

合計 366,002 394,982 △28,979

（注）１．非上場株式（連結貸借対照表計上額 7,000千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 ２．当連結会計年度において債券の「その他」に含まれる複合金融商品の時価評価を行い、投資有価証券評価益

31,181千円を計上しております。なお「取得原価」には、評価損計上前の取得価額を記載しております。

 

- 21 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



（退職給付関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

 当社は、確定給付型の制度としての適格退職年金制度を設けていましたが、平成22年６月30日付で適格退職年金制

度を、確定拠出年金制度及び退職一時金制度に移行いたしました。

 なお、当社は退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

２．退職給付債務に関する事項

退職給付債務 59,536千円

退職給付引当金 59,536

 

３．退職給付費用に関する事項

勤務費用 19,408千円

確定拠出年金への掛金支払額 18,849

退職給付費用 38,258

 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

 当社は、退職給付債務等の算定にあたり、簡便法を採用しておりますので、基礎率等については記載しておりませ

ん。

 

 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

 当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を、また、確定拠出型の制度として確定拠出年金制度を採用して

おります。

 退職一時金制度は、簡便法により退職給付に係る負債及び退職給付費用を計算しております。

 

２．確定給付制度

(1）簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

退職給付に係る負債の期首残高 59,536千円

 退職給付費用 6,853

 退職給付の支払額 △2,919

退職給付に係る負債の期末残高 63,469

 

(2）退職給付債務の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債の調整表

退職一時金制度に係る退職給付債務 63,469千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 63,469

   

退職給付に係る負債 63,469千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 63,469

 

(3）退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 6,853千円

 

３．確定拠出制度

確定拠出制度への要拠出額は、19,044千円であります。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日）
 

当連結会計年度

(平成26年３月31日）

繰延税金資産（流動）      

未払事業税 8,142千円   9,546千円

賞与引当金分社会保険料 3,240   3,465

賞与引当金 23,462   24,859

棚卸資産（未実現利益） 7,156   8,060

棚卸資産評価損 28,244   23,510

その他 6,671   6,662

繰延税金資産小計 76,916   76,105

評価性引当額 △21,918   △18,395

繰延税金資産合計 54,998   57,710

繰延税金資産（固定）      

貸倒引当金 4,334   4,609

退職給付引当金 21,218   －

退職給付に係る負債 －   22,620

長期未払金 23,379   23,379

投資有価証券評価損 66,760   55,646

会員権評価損 6,847   6,847

資産除去債務 10,986   11,592

減損損失 2,592   2,410

繰延税金資産小計 136,119   127,107

評価性引当額 △110,931   △100,691

繰延税金資産合計 25,188   26,415

繰延税金負債（固定）      

その他有価証券評価差額金 2,906   5,060

繰延税金負債合計 2,906   5,060

繰延税金資産の純額 77,280   79,065

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
 

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

法定実効税率 38.0％   38.0％

（調整）      

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.4   1.4

住民税均等割等 10.4   6.2

評価性引当額 △2.1   △3.2

子会社税率差異 0.0   0.0

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 －   0.8

その他 △0.1   △0.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率 48.6   43.0

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月

１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金資

産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込

まれる一時差異については従来の38.0％から35.6％になります。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は3,284千円減少し、法人税

等調整額が同額増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

おります。

 当社グループは、土木工事用保安用品の販売及びレンタルを全国展開しております。従って単一事業

ではありますが、取締役会において、営業統括責任範囲を東日本エリアと西日本エリアとしております

ので、この２エリアを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表計 
上額 

（注）２   東日本エリア 西日本エリア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,300,723 3,119,817 7,420,541 － 7,420,541 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
14,012 15,911 29,924 △29,924 － 

計 4,314,736 3,135,729 7,450,465 △29,924 7,420,541 

セグメント利益 382,944 159,932 542,876 △287,115 255,761 

セグメント資産 3,157,092 1,728,901 4,885,993 3,937,893 8,823,887 

その他の項目          

減価償却費 40,298 10,734 51,032 425,429 476,461 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
147,583 9,990 157,574 320,123 477,697 

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額△287,115千円は、全社費用のうち配賦の困難な費用であります。

(2）セグメント資産の調整額3,937,893千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社資産であります。

(3）その他の項目の有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額320,123千円は、主に報告セグメン

トに帰属しない本社資産であります。

 ２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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  当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表計 
上額 

（注）２   東日本エリア 西日本エリア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,387,866 3,668,748 8,056,615 － 8,056,615 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
14,188 15,270 29,458 △29,458 － 

計 4,402,054 3,684,018 8,086,073 △29,458 8,056,615 

セグメント利益 333,774 335,177 668,951 △239,774 429,176 

セグメント資産 3,213,842 1,734,473 4,948,316 3,959,191 8,907,507 

その他の項目          

減価償却費 43,461 11,812 55,273 449,907 505,181 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
186,752 9,394 196,147 249,509 445,656 

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額△239,774千円は、全社費用のうち配賦の困難な費用であります。

(2）セグメント資産の調整額3,959,191千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社資産であります。

(3）その他の項目の有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額249,509千円は、主に報告セグメン

トに帰属しない本社資産であります。

 ２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

 

 

 

前連結会計年度

（自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日）

当連結会計年度

（自  平成25年４月１日

至  平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 704.85円 743.04円

１株当たり当期純利益金額 25.74円 49.02円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前連結会計年度

（自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日）

当連結会計年度

（自  平成25年４月１日

至  平成26年３月31日）

当期純利益金額（千円） 128,541 244,829

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 128,541 244,829

期中平均株式数（株） 4,994,335 4,994,089

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

- 25 -

セフテック㈱（7464）平成26年３月期　決算短信



５．その他

 (1）役員の異動

① 代表者の異動

     該当事項はありません。 

 

② その他役員の異動 

     該当事項はありません。 

 

 

 (2）生産、受注及び販売の状況 

① 生産実績 

品目 

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

金額（千円） 
構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％） 

標識・標示板 398,476 41.0 438,850 39.3

安全機材 266,109 27.3 312,036 28.0

保安警告サイン 193,928 19.9 254,830 22.9

安全防災用品 23,211 2.4 25,694 2.3

その他 91,570 9.4 84,027 7.5

合計 973,295 100.0 1,115,438 100.0

 （注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 商品仕入実績

品目 

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

金額（千円） 
構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％） 

標識・標示板 499,696 17.3 526,244 16.5

安全機材 179,055 6.2 239,794 7.5

保安警告サイン 195,476 6.8 174,587 5.5

安全防災用品 491,897 17.0 493,403 15.4

その他 573,764 19.9 637,356 20.0

小計 1,939,890 67.2 2,071,386 64.9

レンタル仕入高 948,121 32.8 1,120,055 35.1

合計 2,888,011 100.0 3,191,441 100.0

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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③ 受注状況

 当社グループは、受注生産を行っておりません。

 

④ 販売実績

品目 

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

金額（千円） 
構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％） 

標識・標示板 1,612,019 21.7 1,668,576 20.7

安全機材 635,577 8.6 746,080 9.3

保安警告サイン 554,772 7.5 646,811 8.0

安全防災用品 694,915 9.4 722,102 9.0

その他 858,052 11.5 938,438 11.6

小計 4,355,337 58.7 4,722,010 58.6

レンタル売上高 3,065,203 41.3 3,334,604 41.4

合計 7,420,541 100.0 8,056,615 100.0

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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